
 
第一回 未来創造セミナー 

「理想とする女性の働き方って？」 
 ～第三次草津市男女共同推進計画見直しの市民意識調査結果～ 
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平成27年7月30日（木） 14時から16時半 

市民交流プラザ 中会議室 

 
草津市 

総合政策部 草津未来研究所 ・ 男女共同参画室 



スケジュール 

 １４：００ ご挨拶         草津市総合政策部草津未来研究所 副所長 山本 憲一 

 １４：０５ ～ １４：２０ 

 キーノートスピーチ 「男女共同参画が目指すべきもの」  

           草津市男女共同参画審議会 会長 二宮周平 立命館大学法学部教授 

 １４：２０ ～ １４：３０ 

 問題提起   草津市第三次「男女共同参画推進計画」見直しの市民意識調査結果について 

                   草津市総合政策部草津未来研究所 

 １４：３０ ～ １５：００ ワールド・カフェ ファシリテータ 三井ハルコさん（川西市男女共同参画センター長） 

 １４：３０ ～ １４：４５ 独白 

 １４：４５ ～ １５：００ 投票 

 １５：０５ ～ １５：３５ 対話 

 １５：３５ ～ １５：５０ 共有 

 １５：５０ ～ １６：００ 休憩 

 １６：１０ ～ １６：２５  

 考察 草津市男女共同参画審議会 委員 京樂 真帆子 滋賀県立大学人間文化学部教授 

 １６：２５ 閉会 
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男女共同参画の目指すべきもの 

草津市男女共同参画審議会 会長  

二宮周平 立命館大学法学部教授 
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草津市第3次「男女共同参画推進計画」見
直しの市民意識調査結果について 

【調査概要】 

目的：「第3次草津市男女共同参画推進計画」（以下「計画」と言
う。）の進捗状況の把握および今後の施策・方針の参考とするため。 

方法：郵送による配布・回収 

対象：市内在住の20歳以上の市民から無作為に選ばれた3,000名 

期間：平成26年11月22日～平成26年12月5日 

回収率：1,049件（35.0%） 
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「男は仕事、女は家庭」 

    「しきたりや慣習について男女が平等」 
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計画策定時 

（Ｈ20年度） 
今回調査 

（Ｈ26年度） 

41.2％ 42.0％ 

目標値（Ｈ31年度） 25％ 

計画策定時 

（Ｈ20年度） 

今回調査 

（Ｈ26年度） 

21.4％ 22.7％ 

目標値（Ｈ31年度）50％ 



「男は仕事、女は家庭」 6 
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「しきたりや慣習について男女が平等」 
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8 「各分野での男女平等」 
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職場での男女間格差 9 

ある

39.9%

ない

57.7%

不明・

無回答

2.4%

職場での男女間格差
（単数回答；n=551）

34.0

43.3

47.2

40.9

34.0

17.1

66.0

54.2

50.9

58.0

62.8

74.3

0.0

2.5

1.8

1.1

3.2

8.6

0 25 50 75 100

20歳代（n=47）

30歳代（n=120）

40歳代（n=163）

50歳代（n=88）

60歳代（n=94）

70歳代以上（n=35）

（%）
職場での男女間格差

（単数回答）

ある ない 不明・無回答

【世代別】 



職場の格差の内容 10 

【男女別】 



職場の格差の原因 11 
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「理想とする女性の働き方」 12 
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問い 

私と仕事 

 

私の仕事 

仕事の思い出 

仕事への思い 
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ファシリテータ  

三井 ハルコ 川西市男女共同参画センター長 



進め方 

 独白 

 おひとり３０秒、「私と仕事」について語ってください。 

 投票 

 みなさんから出た言葉の中から、自分が話したいテーマふたつに投票してください。 

 対話  

 自分が話したいテーマのテーブルに移動して、テーマについて語り合いましょう。 

 共有 

 おひとり３０秒、感想などを 
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考察 

草津市男女共同参画審議会 委員  

京樂 真帆子 滋賀県立大学人間文化学部教授 
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第二回未来創造セミナーのご案内 

第二回 未来創造セミナー 

 

テーマ ； 子育ては社会の結晶（クリスタル）！」 

講師 ； 小沢 道紀 先生（立命館大学・草津未来研究所副所長） 

開催日時 ； 平成27年8月25日（木） 14時から16時半 

場所 ； 市民交流プラザ 大会議室 

定員 ； 30名 

 

8月3日（月） 午前8時半 募集開始 ホームページ掲載  
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今後の未来創造セミナーの予定 

回数 時期 

市の取り組み紹介（３０分） 

テーマ（仮題） 説明者 

3 10月下旬 スポーツによる地域づくり スポーツ保健課 

4 11月中旬 公共交通の現状と課題 交通政策課 

5 1月中旬 協働のまちづくりについて まちづくり協働課 

6 2月中旬 地域と大学の連携について 草津未来研究所 
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